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京
都
哲
三
三
規
約

　、

{
愈
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
圖
る

　
こ
と
を
翼
的
と
す
る

一、

E
の
屋
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

8
　
毎
月
一
園
魯
誌
「
哲
學
研
究
」
を
獲
行
ず
る

口
　
毎
年
公
開
講
演
愈
を
開
く

㊧
　
随
時
研
究
會
を
開
く

、
本
會
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
千
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
墨
・
文
學
部
哲
學
科
教
官
及
び
委
員
會
に
お
い

　
て
推
薦
し
た
も
の
に
委
鷹
す
る

一、

雛
｣
に
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
脅
員
の
中
か

ら
委
員
會
が
推
薦
す
る

、
本
會
は
奮
員
組
織
と
し
禽
員
に
は
資
絡
の
制
限
を
設
け
な

い
　
學
校
・
召
書
館
。
其
他
の
圏
騰
は
團
髄
の
名
を
以
て
入

奮
す
る
こ
と
が
で
き
る

一、

ﾗ
員
は
愈
費
と
し
て
年
一
　
、
闘
○
○
圓
（
倉
誌
十
二
滞
分

を
含
む
）
を
繭
納
す
る

担
し
　
二
醸
又
は
三
回
に
分
納
す
る
こ
と
も
で
き
る

一、

�
�
ﾍ
會
誌
の
配
布
を
受
け
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

｝、

{
四
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一、

K
約
の
改
正
は
委
員
會
の
決
定
に
よ
る

京
都
哲
三
三
役
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京
都
哲
学
会
公
開
講
演
会
予
告

日ム云

時
　
　
十
月
二
十
九
日
（
土
）
午
後
一
時
半

場
　
京
都
大
学
法
経
第
七
教
室

一

形
而
上
学
的
思
考
の
屈
折
に
つ
い
て
…

…
：
…
…
…
京
都
大
学
助
教
授

藤
沢
令
夫

一
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
一

一

自
　
然
　
と
　
人
　
為

・
・
大
阪
大
学
教
授

森
　
三
樹
三
郎

，

（
講
演
順
）

☆
右
終
了
後
楽
友
会
館
に
お
い
て
懇
談
晩
餐
会
を
開
き
ま
す
（
会
費
約
千
円
）
。

☆
所
属
機
関
長
宛
出
張
許
可
依
頼
状
御
入
用
の
方
は
京
都
大
学
文
学
部
社
会
学
研
究
室
ま
で
御
申
出
下
さ
い
。



哲
学
研
究
　
第
五
百
号
　
目
次

西
洋
哲
学
の
特
徴
…
…
…
：

無
　
　
　
底
…
…

　
　
シ
ェ
リ
ン
グ
『
自
由
論
』
に
於
け
る
一

古
典
ニ
ャ
ー
や
学
派
の
ア
ー
ト
マ
ン
論
と
そ
の
背
景
：
：
　
…

シ
ナ
の
倫
理
思
想
に
於
け
る
「
規
範
」
と
「
現
実
」
：

行
動
主
義
と
意
識
の
問
題
－
：
・
…
…
…
…

善
悪
と
自
他
：
…
：

芸
術
制
作
に
お
け
る
内
在
・
超
越
の
問
題
…
…
・
…
・
・

縄
文
文
化
の
時
代
の
±
偶
彫
刻
に
お
け
る
抽
象
と
具
象
の
芸
術
的
意
味
－

社
会
事
象
と
し
て
の
多
数
決
に
つ
い
て
：
：
…

存
在
と
知
識
…
：
：
　
…
：

　
1
仏
教
哲
学
諸
派
の
論
争
－

使
徒
パ
ウ
ロ
の
回
心
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
・
…
…

赴璽予
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「
哲
学
研
究
」
の
思
い
出
・
…

　
「
哲
学
研
究
」
の
恩
を
思
う
：

　
「
哲
学
研
究
」
の
初
め
の
頃
：

　
回
　
　
　
想
…
…
…
：
：

　
編
輯
回
思
…
…
…
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八六M　四　 厳
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哲
学
研
究
　
第
五
百
号

一
八
八

垂

告予文鳳コ論ツ5「ftee次

フ
ラ
・
ア
ン
ジ
エ
リ
イ
コ
の

　
事
蹟
が
藩
る
も
の
：

…
植
　
闘
　
寿
　
蔵

パ
ト
ス
の
ロ
ゴ
ス
…
…
：
：
…
…
…
・
：
：
池
辺
義

　
　
ー
ペ
ル
グ
ソ
ン
誓
学
に
お
け
る
直
観
と
反
雀
の
閲
題
i

教

批
判
的
合
理
主
義
の
一
側
面
…
…
…
…
神
野
慧
一
郎

ク
ザ
ー
ヌ
ス
五
百
年
祭
に
出
席
し
て
：
・
渡
辺
守
道

u　a　n　v　m　m

葭綴

写前

へ
…
ゲ
ル
の
精
神
現
象
学
、
及
び
そ

れ
以
前
の
諸
欝
に
於
け
る
「
生
と
死
…
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
フ
ト

の
戦
い
」
の
思
想
に
つ
い
て
（
未
完
）

カ
ン
ト
の
目
的
論
：
…
…
…
…
…
…
・
…
訓

　
　
一
論
理
的
合
酒
的
性
と
美
的
合
二
三
性
－

意
味
と
志
向
牲
－

覇
嘩
　
雄

－
土
　
屡
　
純
　
一



　
　
　
會
　
　
　
告

　
、
本
禽
は
脅
員
組
織
と
し
禽
員
に
は
資
格
の
制
隈
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
愈
希
望
の
方
は
東
都
市
左
東
颪
吉
畷
東
都
大
學
文

學
部
内
京
都
哲
學
愈
（
振
替
口
鰹
京
都
四
〇
三
九
番
　
禁
都

哲
學
愈
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
二
、
灘
○
○
圓
又
は
牟
年

　
一
、
二
〇
〇
圏
）
を
お
錦
込
下
さ
い

又
三
島
へ
の
三
二
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
、
及
び
螢

費
に
免
す
る
…
切
は
東
東
都
千
代
田
歴
代
窟
町
二
　
翻
文
駐

（
振
替
口
座
東
窟
九
二
四
七
二
番
　
創
文
趾
）
宛
に
願
い
ま
す

一
、
禽
費
切
れ
の
場
合
は
封
筒
に
「
前
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
京
都
哲
學
會
宛
御
携
込
下
さ
い
（
　
年
分
又

は
孚
年
分
）
、
會
費
は
原
則
と
し
て
本
誌
十
二
冊
）
又
は
六

二
）
の
送
付
濟
を
以
て
前
金
切
れ
と
し
、
禽
費
の
攣
更
其
他

の
事
情
に
よ
る
過
不
足
は
　
年
（
又
は
孚
年
）
毎
に
精
算
し

ま
す、

愈
員
の
韓
農
。
入
退
魯
の
事
務
及
び
編
集
事
務
の
　
切
は

京
都
哲
肇
會
宛
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
集
に
蘭
す
る
通
僑
・
新
刊
書
・
寄
購
雑
誌
等
は

雄
藩
宛
に
お
送
り
下
さ
い
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電
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丸
ノ
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四
〇
〇
八
響

、
’
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、
ξ
二
五
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室
撃
●
ロ
3
誓
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、
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、
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L
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【
‘
蟹
7
曜
跳
‘
ら
ノ
、
【
♂
潭
｝
斗
も
，
茎

註
　
文
　
規
　
定

一
、
曾
員
以
外
の
購
譲
者
の
御
註
文
及
び
贋
告
掲
載
に
観
す
る

件
は
「
創
文
駐
」
へ
御
玉
込
下
さ
い

一、

{
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
～
部
、
定
償
二

五
〇
園
、
送
料
・
幽
○
圓
）
繭
金
に
て
お
送
り
下
さ
い



翻
饗
駿
嬰
晶
質
（
鍔
月
一
回
発
行
）

THE　JOURNAL
OF

PHILOSOPHICAL　STUDIES
T｝IE　TETSUGAKU　KENKYU

Vol．　XLIII April，　1966 No．　6

Characteristics　oj　Western　Philosophy　・＋・・・・…i・・…一…一・一・・IV］［atao　Noda

Ungrund　in　der　Schellingschen　F・reiheitsabhandlttng
　　　　　　　　　　　　”・・＋・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　Kojchi　Tsujimura

The　Characteristic　Features　and　the　Historical

　　　Backgroκ・nd（ゾthe旧訳のガ々σ　A　rgaments

　　Conce「nin9‘ditmaガ……一…一……・…一…・◆Masaaki　Ha枕ori

‘IVorms　and　the　Actual　Li　’e’　in　Chinese　Ethical
　　　Thought　・・・・・・・・・・・・・…一・・・・・・・・…一；…一・・・…t・・ny・・・・・…＋一Yukihiko　Yuasa

7「he　Problem（～プConsciottsness魏Be海avioristic
　　Psychology　・・・…　一…　i・＋・・・・・・・・・・…　一・・i一・・一・…　T一＋・…　＋・・…　i・＋Taro　Sonoltara

‘Self’　i’n　its　Bearing　on　the　Good　一一・・・・…E・一・…i…一Mitsuo　Moriguchi

∠）as　Prob／θm　von　／〃lma鴛θ鴛君鱒7’アans忽endeng　i規

　　Kunstschaffen　…＋・・・・・・・・・…＝＝・・・・・…＋…i…一・・・・・・・・・・…Tstttomu　IYma

Concrete　and　Abstract　in　Primitive　Arts

　　　　　一　Case　of　Jbmon　Pottery　and　Dogu一　or
　　　　　　　Clay　Figures　一　・・t・・・…一＋一一・・・・…一・一・…Shigeyasu　Hasumi

Majority　Rztle　as　a　Social　Fact　・一・・＋…＋＋・・・・・・・・・…＋・…Yoshisuke　lkeda

Buddhist　PhilosoPhical　Schools　on　the　Problem

　　of　Existence　and　Knowledge　一　ChaPter　／：
　　Sarvdistivdda…＋・・・…＋・・・…一・・・・…＋・…＋…＋・・・・・・・・・・…Yuichi　Kajiyama

Bet7’achtun．aen　afber　einige　Fragen　betreffs　der
　　Behehrung　des　Paulus　・＋・＋・・・・・・・・・…一・一・・・・…＋＋・…t・一・…Kazuo　Muto

Reminiscences　by　」．　Ueda，　T．　Yamauchi，　T．　Shimomura，

　　　　　　T．　Mimura．

定
償

o
o
圓

IBM　4276

　　　　　　　　　Published　Monthly

　　　　　　　　　　　　　　by

THE　KYOTO　PHILOSePHICAL　SeCIETY
　　　　　　（The　Kyoto　Tetsugaku－Kai）

　　　　　　　　Kyoto　University

　　　　　　　　　　　Kyoto，　Japan


